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小木町指定文化財一覧表
番号 名　　　　　称 番号 名　　　　　称
口 蓮華峰寺金堂・弘法堂 ⑰ 小　　　獅　　　子　　　舞
回 小比叡神社本殿・石鳥居 ⑱ 小比叡神社　田遊び神事
團 船大工用具及び磯舟 ⑲ 石鳥居（宿根木白山神社）
回 南佐渡の漁携用具 ⑳ 念　仏　橋　及　び　石　橋
固 佐　渡　小　木　海　岸 愈 船　　つ　　な　　ぎ　　石
回 小　木　　の　御　所　桜 ⑳ 旧　宿　根　木　小　学　校（現佐渡国小木民俗博物館）
回 長　者　ケ　平　遺　跡 ⑳ 堂釜大平神社「毘沙門天」木像
国 蓮　華　峰　寺　　骨　堂 ⑭ 小比叡神社・懸仏・木造狛犬
④ 小　木　町　宿　根　木`統的建造物群保存地区 ⑳ 一　　　　里　　　　塚
⑩ 小比叡神社　　拝殿 ⑳ 椿　　　　地　　　　蔵
⑪ 木　崎　神　社　本　殿 ㊨ 柴田収蔵の世界地図
⑫ 岩　　屋　　山　　石　　窟 ⑳ 小　木　湊　古　絵　図
⑬ ち　と　ち　ん　　と　ん ⑳ 木　崎　神　社　棟　札
⑭ 大　　　々　　　神　　　楽 ⑧ 木崎神社祭礼用具一式
＠ 琴浦の精霊船行事
⑮
木造　阿閥如来坐像
ﾘ造　宝生如来坐像
ﾘ造　阿弥陀如来坐像
ﾘ造　不空成就如来坐像
@五智如来像のうち
ロ……国指定文化財
栫c…選　定
宦c…県指定文化財
宦c…町指定文化財⑯ 木造　金剛力士立像
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指定文化財一覧
区分 番号 種別
名　称　　員数 指定年月日 所在地 所有者ﾇ理者 備　考
国 蓮華峰寺金堂　1棟
@華峰寺弘法堂1棟
ｬ比叡神社本殿1棟
ｬ比叡神社石鳥居
@　　　　　　1基
@華峰寺骨堂　1棟
D大工用具及び磯船
@　　　　　968点
?ｲ渡の漁携用具
@　　　　1，293点
ｷ者ケ平遺跡
ｬ木の御所ザクラ
ｲ渡小木海岸
ｬ木町宿根木伝統的
囁｢物群保存地区
明39．4．14
@39．4．14
ｺ52．1．28
@52．1．28
ｽ元　9．2
ｺ49．2．18
@49．11．19
@59．7．21
@3．11．30
@9．5　1
ｽ3．4．30
小比叡
ｬ比叡
ｬ比叡
ｬ比叡
ｬ比叡
h根木
h根木
焉@田
V　田
ｬ　木
ｬ木町
h根木
蓮華峰寺
@華峰寺
ｬ比叡神社
ｬ比叡神社
@華峰寺
ｬ　木　町
ｳ育委員会
ｬ木　町ｳ育委員会
ｬ木　町ｳ育委員会
C　潮　寺
ｬ　木　町
ｳ育委員会
ｬ　木　町
ｳ育委員会
室町前期
c長14年i1609年）
ｰ永17年
i1640年）
c長13年
i1608年）
蝌a4年i1348年）
齦ｶ前期@～後期
ｲ囲2～@　4肌
?ﾏ・枕状
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県 建〃彫〃民芸〃史 小比叡神社拝殿1棟［木崎神社本殿　1棟
ﾘ造阿閤如来坐像
@　　　　　　1躯
ﾘ造宝生如来坐像
@　　　　　　1躯
ﾘ造阿弥陀如来坐像
@　　　　　　1躯
ﾘ造不空成就如来坐像
@　　　　　　1躯
ﾜ智如来像のうち
ﾘ造金剛力士立像
@　　　　　　2躯
ｲ渡の大神楽舞楽
@　〃
竕ｮ山石窟
昭48．3．29
@61．3．28
ｽ3．3．29
ｽ3．3．29
ｺ52．3．31
@52．3．31
@47．3．28
小比叡
ｬ木町
ｬ比叡
ｬ比叡
h根木
縺@野
h根木
小比叡神社
ﾘ崎神社
@華峰寺
@華峰寺
ｿとちんとん
ﾛ存　会
纐?ﾂ年会
ﾌ光　寺
江戸初期
ｳ禄8年i1695年）
嚴｡2年i1276年）　　‘
剔q後期
区分 番号 種別 名称　　員数 指定年月日 所在地 所有者ﾇ理者 備　考
町 1 建 石鳥居　　　　1基 昭49．2．1宿根木 白山神社
2 〃
旧宿根木小学校
i現佐渡国小木民俗博物館）
@　　　　　　ユ棟
56，7．15宿根木 小　木　町ｳ育委員会
3 彫 堂釜大平神社?ｹ門天木像　1躯 61．3．1堂　釜 大平神社
4 〃 小比叡神社木造狛犬@　　　　　1対 6ユ．6．6小比叡 小比叡神社
5 彫工 木崎神社祭礼用具@　　　　　一式 平4．3．5小木町 木崎神社神　輿　　1基
鳥毛の鑓　2本
猿田彦の面1面
尉之面　　2面
6 工 椿地蔵　　　　1基 昭55．12．2小木町 講　　　中
7 〃 小比叡神社懸仏12躯 61．6．6小比叡 小比叡神社
8 書 柴田収蔵の世界地図@　　　　　1枚 5512．2宿根木 高津トリ
9 〃 小木湊古絵図　1枚 5512．2小木町 増田貞治
10 歴史 木崎神社棟札 平4．3．5小木町 木崎神社
11 民芸 小獅子舞 昭49．2．1小木町詹ﾗ町
小獅子舞ﾛ存　会
12 〃 小比叡神社田遊び神事 58．4．5小比叡 小比叡田遊ﾑ保存会
琴浦の精霊船行事
13風慣 （を㌫ξ靴訪 平3．8，6琴　浦 琴浦青年会
14 史 念仏橋及び石橋2基 昭49．2．1宿根木 宿根木部落
15 〃 舟つなぎ石　　7基 49．2．1宿根木 宿根木部落
16 〃 一里塚　　　　　1 55．12．2小木町 小木　町
ユ7 〃 一里塚　　　　　1 55．12．2木野浦 小林洋一
小木町の文化財
　　一改訂版　一
目 次
小木町の文化財改訂版発刊にあたって　…………………………・………・・……………一・・………4
1国指定文化財　…………一一・……………・一・・一…一一一・一・……一・・…・……………5
　　蓮華峰寺　金堂　……・………・…・…・…………一・…………………………・一……・……………6
　　　　〃　　　弘法堂　……………・一・………・…一…・……………・一・……………………………6
　　小比叡神社　本殿　………・…・……・………………………・…・………・……………一・・…………8
　　　　〃　　　　石鳥居……………・…・・…………………………・……一・…………………………8
　　蓮華峰寺　骨堂　……………・・…・…・…一………・……………・…・・………………………………10
　　船大工用具及び磯舟……………………………・一…・一・……………・一……………・・…－12
　　南佐渡の漁携用具　…………・・……・……………・………………一…・……………………………14
　　長者ケ平遺跡　………………………………………………一…・・…………一…・・………………16
　　小木の御所桜　　……………・………………∵…・…・……・……一…・……………・一・………一・・18
　　佐渡　小木海岸　…………………………………………………・一・……………・…・・…一一一20
　　小木町宿根木伝統的建造物群保存地区……・・…………・…………・一…・……………一・・…22
皿県指定文化財　……一一……・・
　　小比叡神社　拝殿　…………一…
　　木崎神社　本殿　……………一…
　　五智如来像のうち4躯………・
　　木造金剛力士立像………………・
　　宿根木　ちとちんとん　…一…
　　上野　大々神楽　………………・…
　　岩屋山石窟　　………………・………
・・・…
@…・・・・・・・・・・・・・…　…・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　…一・一・・・・・・・・・・・・…　…・・25
・・・・・・・…
@’・・…　一・・・・・・・・・・・・・・・・…　……　…・・…　…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　27
………・・………・……………一・………・・………・………… Q8
・・………………・・…・………・一・・……・一……・・……・…… R0
－……………・…………一…・……・・…………・一……… R2
……・・…・・……・……………………………………・………・・… R4
・…・……………・…・…・……………………………… @…………34
・・………………・…一………………………………・一………… R6
皿町指定文化財……一一……・……………
　　宿根木　白山神社石鳥居……・一…・……
　　　　〃　念仏橋………………・’・……
　　　　〃　　舟つなぎ石　………………一一・・…
…………… @…・・・…　……………………∵・…・・……・39
………………… @……………・…・・……・・・…　………　40
………………………………・・…・…………・・……・ S0
……………・…・・…………………………………… S1
旧宿根木小学校　　…………・・……・………………………………・・…・……一……一・…………42
堂釜大平神社　毘沙門天木像……・…・………・……………・・…・……………・・…・…………43
小比叡神社　懸　仏　…………・・……・……………・一・…………………………………………44
　〃　　狛犬……一・………・一一・…・…………………………・……・・…………・－44
木崎神社棟札　…………・・……・……………・…・・……………………………・・……・………………46
　〃　　祭礼用具一式　…………・……・・……・一………・………………………・………・…・…48
椿地蔵　……………一・・……………∵・・………………・…………一……・……………………50
柴田収蔵の世界地図　……………一・・……一………・………一…・…・………………………51
小獅子舞　　…………・・…・……………・…・・…・…一・一……・・………・………・一…………・一・52
小比叡神社　田遊び神事…一∴・………・…・…………一・……・………・…・………………・・54
琴浦の精霊船行事………一一…・・一………一…・……・………一・………一・………………56
小木湊古絵図　…・一……一…・一………………………………・………・…・……………………58
一里塚……一・一……・……・…・………・………・・………・一・…一……一・・……………………59
◇小木町文化財保護審議会歴代委員名簿　……………・一・…………………………・…’……・……60
φ参考文献一覧表・小木町教育委員会刊行図書一覧表
◇あとがき
………………一・…………一…・・… U1
＿＿＿＿．＿．＿．＿＿＿＿．＿．＿’＿＿．．．………… @………………・・……・……・・…・…　62
《写真協力》
　　　　小木町　長嶋正憲
　　　　羽茂町　安達一道
改訂版発刊にあたって
　小木町は文化財の宝庫であります。国指定11件、県指定7件、町指定17件
有り、県下に類をみないところであります。
　文化財は、歴史上、芸術上、学術上価値の高いものの指定であり、小木町はそ
の点からも文化度の高い町といえましょう。
　昭和55年に「小木町の文化財」第1集が発刊され、町民の文化財に対する関
心は高まり、冊子を手に文化財めぐりを楽しむ姿が年々増加していることは、誠
によろこばしいことであります。
　第1集発刊後、7件の新指定があったことで、62年に改訂版を発刊したとこ
ろでありますが、文化財への認識がますます深まったこともあり、更に国指定2
件、県指定2件、町指定3件が新たに指定されるに至りました。
　この度、これを契機に「小木町の文化財」第2回目の改訂版を刊行する運びと
なりました。どうか、前書に引き継ぎ、町民をはじめ多くの皆さんからご活用い
ただき、文化財に対して一層の理解と親しみを深めていただきたいと思います。
　なお、編集にあたりましては、文化財保護審議会のご協力を頂きましたことに
深くお礼申し上げます。
平成4年11月1日
小木町教育委員会
　教育長　　佐　々　木 稔
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種
名
別
称
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
重要文化財
蓮華峰寺　　金　　　　堂
蓮華峰寺　　弘　法　堂
明治39年4月14日（特別保護建造物）
昭和25年8月29日（法改正により重要文化財に指定）
小木町大字小比叡
宗教法人　蓮華峰寺
　蓮華峰寺は小比叡山と号して現在は新義真言宗智積院の末寺である。金堂には聖観
音、弘法堂には弘法大師をまっる。
　蓮華峰寺の創立沿革については記録に乏しく、その詳細は明らかでない。
　　　　　　　　　　　　　　うしとら　寺伝によれば、当地は京都の艮（北東）、いわゆる鬼門に当るので鎮護のため大同
年間（西暦806年頃）に、空海この地を開いて、近江比叡山に模し小比叡山と称し、
山容八葉の蓮華に似ているので蓮華峰寺の寺号とし、また嵯峨天皇の勅願寺であった
と言われている。徳川時代に至り、東照・台徳の二廟を建て、90石5斗の朱印を賜り、
多数の末寺を有し寺運隆盛を加えたが承応（1652）の時代に兵火に遭い、本坊・庫
裡・宝蔵を焼失したが、幸い諸堂はその難をまぬがれたといわれている。
〔金　堂〕建立は、昭和30年修理の際に長禄3年（1459）の墨書が発見されたので、
それ以前にさかのぼり、絵様・繰形の形式より観て応永年間（1394）の頃までの建
立と思われる。修理の記録は、安永4年（1775）冬12月の大雪で東側屋根破損、同
6年修理、その後明治に屋根を機瓦に葺替えている。昭和28年～30年の3年間、国庫
の補助を受け解体修理を終え現在に至る。
〔弘法堂〕墨書によれば慶長13年（1608）から同14年に亘り建立されたと認められる。
　その後寛永11年（1634）に覆屋を建立して、小修理を数回重ね金堂と同時に解体
修理を終え現在に至る。
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種　　　　　別
名　　　　称
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
重要文化財
小比叡神社本殿・石鳥居
昭和52年1月28日
小木町大字小比叡
宗教法人小比叡神社
　小比叡神社はもと蓮華峰寺の鎮守で、山王大権現と
称されていたが、明治の神仏分離により小比叡神社と
改められ、明治7年に村社となり、昭和の戦後は宗教
法人小比叡神社として現在に至っている。
　神社の創立は蓮華峰寺と共に不明であるが、祭祀は
おおなむちのみこと
大己貴命で白山姫命・菅原道真を合祀している。菅原
道真は、懸仏裏面の墨書により、康永4年（1345）
に京都北野天満宮を勧請していることが判るが、白山
姫命に関しては不明である。大己貴命は日吉大社西本
宮（大比叡）の祭祀で、また小比叡神社の紋所は二葉
葵で、これは日吉大社東本宮（小比叡）の紋所と同一
であることなどより、蓮華峰寺の創立と同様に比叡山
の山王権現を勧請したものと思われる。
　現在の本殿は棟札が発見されて寛永17年（1640）
の建立であることが確定した。覆屋を建てる際に規模
が縮少され（明治時代）、本殿の棟及び背面の小屋組
と屋根を取り払い、また背面軒の飛櫓樺を取り去って
一軒にした状態で現在に至ったが、昭和53・54年度の
解体修理で三間社流造・こけら葺の原形に復し、覆屋
も大きくして保存している。鳥居は、石造明神鳥居で
柱に「建立慶長13年（1608）戊申7月3日」という
年号が刻まれている。型は九州方面のものと同じで日
本海側での存在は小比叡が最北であろうと言われてい
る。
　　　　－9一
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種名
別
称
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
重要文化財
蓮華峰寺　骨堂
平成元年9月2日
小木町大字小比叡
宗教法人　蓮　華　峰　寺
こ礁耀ぽぶきの小規模な端縫は、柱が著しく太く、繊を基本にして違
窺苔輪撲欝寛などに、しっかりした韓羅あ細部を用い、全体の調和がよく、堂
々とした力強い姿をもっ。
南北朝馳輸国（福岡県）から、この寺に参詣した僧たちが籟に繍四年
（西暦1348年）の年号をもつ落書をのこした。これによって建物の建立がそれ以前で
あり、新潟県下では最古の建物であることが知られた。
　この仏堂は、昭和58年度に解体修理が施されたが、欝諾以下の斗組、輪蔀栽はすべ
て建立当初のものであり、六百有余年の風雪に耐えてきたものであることがわかった。
これらの材料は補修して、できる限り再使用した。また、この機会にのちに改造された
箇所を当初の形式に復旧した。その主な点をあげる。
1麓鯵きに変ってい耀根を茅ぷよきに復し、鍵翼をあげた．また、欝諌
　　で短かくなっていた軒を縫朱に復し、軒の出を整えた。
2．輯銚翻蔽変っていた正面の構えを義齢両開きに復旧整胤、また西側
　　面の縦板壁を横板壁に復した。
aなくなっていた…纈ミ、監箇織を復1日した。
　修理工事のさいに、地下調査を実施した。建物の中央部に埋納穴が掘ってあり、ここ
に　古銭、骨蔵器、五輪塔などが埋めてあったが、これらの資料から、この建物は始め
から骨堂であったのではなく、江戸時代初期ころに骨堂に変ったことが知られた。ただ、
それ以前の建物の性格は、いまのところ明らかでなく、今後の究明が期待される。
　なお、県指定から国の重要文化財に平成元年9月2日に指定された。
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種
名
別
称
指定年月日
所　　在’地
所有者・管理者
重要有形民俗文化財
船大工用具及び磯舟（968点）
附・山出し用具（61）模型和船｛2）船形絵馬（3）
昭和49年2月18日
小木町大字宿根木
佐渡国小木民俗博物館
小木町・小木町教育委員会
　町立民俗博物館が設置されている宿根木は、現在も村内に広島県尾道産の御影
石でつくった念仏橋や船つなぎ石等が見られるように回船で栄えた村であった。
船主も数人居り当然のようにそれに仕える船大工が多く和船を造る技術を伝えた。
　回船の衰えと共にそれらの技術者（船大工）は、造船のための出稼ぎをするな
ど、昭和の戦後までは盛んに和船づくりをしていた。
　近年船大工の数も減り又いろいろな道具の機械化により不要になった道具も多
い。
　いつれの道具も自分の使い勝手の良いものを自ら工夫して作り、使ったことが
偲ばれ興味深く、貴重なものである。
　一方奉納された和船模型や船型絵馬により当時の和船構造や大きさも知ること
ができるし、船上生活者が安全を願う信仰心が想像され船大工の製作技術と船乗
りの航海技術を現在に残す資料である。
磯船各部の名称
前正面図
後正面図
⑤ミヨシ
チョンパエ
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種名
別
称
指定年月日
所　　在　　地
　所有者・管理者
　小木海岸がリアス式で岩礁の多い復雑な海岸線であることは知られているとこ
ろであるが、それゆえに沿岸の漁獲物も数多く古くより生活の糧として、又ある
時は税として納めたり、漁業の専業化による現金収入の道として、漁業の技術は
推移し発達した。寒ノリを始めとする磯での採集漁業、今では小木の名物となっ
たタライ舟や小舟での磯ねぎ漁、海岸段丘であるがゆえにその畑地でとれた麻を
材料に作った網漁、近海でふんだんに獲れた一本釣漁、専業化し親方制度が表わ
れた沖合いの延縄漁、それらの漁獲物を加工、製品化した諸々の道具など、漁法
の伝播を知り、又漁場のちがいによる漁具の工夫のあと、素材の種別による漁具
製作や使用法のちがいをうかがい知ることができる。
　漁業の機械化、近代化により、近年急速に消え去った漁具が大多数であり、そ
れらにまつわる習俗も昭和50年に国、県の補助事業で報告書にまとめられている。
重要有形民俗文化財
南佐渡の漁拐用具（1293点）
内　訳
　　磯ねぎ用具（176）
　　釣漁用具（682）
　　網漁用具（114）
　　製造加工用具（164）
　　その他（157）
昭和49年11月19日
小木町大字宿根木
佐渡国小木民俗博物館
小木町・小木町教育委員会
一15一
全　 景
土器（深鉢）
全景
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種　　　　別
名　　　　称
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
史跡
長者ケ平遺跡
昭和59年7月21日
小木町大字金田新田123番の2外5筆
本間三郎兵衛ほか3名
　　小木町・小木町教育委員会
説　明 　本遺跡は、佐渡南端の小木半島のほぼ中央
部の標高約175mの丘陵上に所在する縄文時
代前期～後期初頭にかけての集落遺跡で、多
量の土器や石器が出土し、住居跡，土罐，配
石遺構などが検出された。
　出土した縄文前期末～中期中葉の土器の文
様には、東北，北陸，中部，関東の各地との
交流や影響が顕著に認められ、離島という特
殊な環境の中にあるにもかかわらず、当時の
’人々が広範な活動域を有していたことを知る
ことができる重要な遺跡である。
　出土した遺物は、南佐渡離島開発総合セン
ター横の佐渡考古資料館に展示して一般公開
中です。
一17一
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種　　　　　別
名　　　　称
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
天然記念物
小木の御所桜
昭和3年11月30日
小木町大字小木
宗教法人　海　潮　寺
　海潮寺境内にある「サトザクラ」の名木である。占来より順徳上皇の御手植と
云い伝えられ、本堂前の石道をはさんで左右二株が並んでいる。花は優雅な「匂
いザクラ」であり、黄芽から一重と八重の白花が混り咲き（花梗3，5㎝、総長6㎝
花径4㎝）花弁の先端が不規則に細裂する珍らしいものである。開花期は4月28
日頃である。
　佐渡おけさに「小木の岬の四所御所桜、枝は越後に葉は佐渡に1と歌われても
いる。
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種　　　　　別
名　　　　　称
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
名勝・天然記念物
佐渡小木海岸
昭和9年5月1日
小木町
小木町
　指定地は小木町城山から小木町白木の神子岩までの約7キロ沖合1キロである。
小木海岸は何度も隆起、沈降をくりかえしてきたところで、海岸線全体が複雑に入
りくみ美しい。また断崖には多くの洞鹿とともに風蝕痕による奇観及び枕状熔岩が
点在するなど学術上からも貴重である。
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種　　　別
名　　　称
所在地
地区面積
選定年月日
重要伝統的建造物群保存地区
小木町宿根木伝統的建造物群保存地区（千石船の里・宿根木）
小木町大字宿根木の一部
約28．5hα
平成3年4月30日
　この文化財は昭和50年の法改正によって新たに加えられたジャンルである。従来の1
棟、1物件を指定・保存するものとはちがい、地区内の伝統的建造物はもとより、環境物
件（構造物、道、河川、樹木等）も保存し、景観として宿根木のたたずまいを残そうとい
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　うものである。あるいは、より宿根木らしくするために復原して修景するという作業も必
要になる。
　宿根木地区は昭和55年度に保存対策調査を実施し、平成2年度、町の指定により（小
木町歴史的景観条例）保存地区を決定。保存計画を策定、告示したのち国へ選定申出をし、
全国で30番目に選定を受けたものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　宿根木らしくとは…………。
　宿根木が最も繁栄したのは、西廻り航路の全盛期であった江戸時代後期から明治初期で
ある。その頃の宿根木は船持ちと船乗り、そして船大工や鍛冶屋、桶屋等多くの人々が居
住し「高密度な都市的集住空間」を整え全村が廻船業に携わった生活を営んでいた。
　「千石船の里」のゆえんであり、宿根木らしさがここにある。
　この時代に、現在の宿根木の町並みが形成された。他項で紹介のある町・県が指定する
集落内の文化財をはじめ、民俗博物館の資料にも、家屋の内外の意匠にも、廻船業によっ
て栄え、かたちつくられた歴史と文化が色濃く残されている。
　宿根木集落の特徴である家屋の密集性は生活の近代化を阻害する要因であると捕えられ
た側面でもある。伝統的建造物群保存事業が進展することは地域住民が快適で安全な生活
が営めることでなければならない。
　この事業は、単に古い物を残そうというものではない。文化財の保護と活用という命題
が集約された、次代に引継がれるべき事業なのである。
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種　　　　　別
名　　　　称
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
有形文化財
小比叡神社拝殿
昭和48年3月29日
小木町大字小比叡
宗教法人　小比叡神社
　金堂脇の石鳥居をくぐり参道のつきあたりが拝殿である。茅葺き屋根で入口の軒下に
は中央に山王大権現と書かれた額が掲げられている。本殿と同じく小比叡神社となり、
村の人々が集会所として利用していた建物でもあるが、戦後数年間は、「田あそび」神
事もとり行われていた。その後復活し毎年2月6日に実施されている。又、拝殿前の境
内には、小木町でただ一つの能舞台があり能も舞われていた。この能舞台は島内でも珍
らしい組み立て式であった。いずれにしろ本殿とはちがい地元民に親しまれる存在の建
物である。指定を受けた頃から建物が左側へ傾斜して屋根も雨もりがする状態であった
ため、昭和53年に県費補助事業で修理を行い現在に至る。
一27一
正 面
棟 札
側 面
一28一
　　　　　種別有形文化財
　　　　　　名　　称　　木崎神社本殿
　　　　　指定年月日　　　昭和61年3月28日
　　　　　所在地　 小木町大字小木町
　　　　　　所有者・管理者　　　　　宗教法人　木　崎　神　社
　　　　　　　　　　　　桁行8．04尺梁間8．04尺
　　　　　　　　　　　　一間社春日造．桟瓦葺　　　　　　元禄8年（1695）
　佐渡奉行大久保石見守長安が佐渡金山の繁栄と金輸送の安全を計って建立され
た神社であり、慶長14年（1609）に創建された本殿の棟札が現存している。現在
の本殿は火災焼失後の再建で元禄8年（1695）7月24日奉中興の棟札がある。
　形式は一間社春日造であり部材の保存状態も良い。現在は正面のみで覆屋で囲わ
れ、他は外部に面しているが、風化の具合より見て当初からこの様な形であった
と思われる。本殿は円柱を、地長押、内法長押頭貫で固める。斗棋は出組（支輪）
軒は二軒。背面は切妻で丸桁の上に古風な大瓶束を置く。正面は幣軸構えの桟唐
戸とし斗棋は詰組形式を採る。向拝部分には海老虹梁を渡し、軒は二軒の先に更
に上部へ湾曲した打越種を延ばしている。角柱の向拝柱の柱頭には水引虹梁を置
きその先端には象鼻形式の木鼻をつける。平三ッ斗の上には比較的成の高い丸桁
を廻しており、その先端は新しく覆堂を造った際、切縮められたが、縄破風は両
側とも当初材を使用している。中墓股は欠落し現在は存在しない。虹梁、木鼻等
の渦巻絵様も軽快かつ力強く、残存度の高い軸組・軒回材と共に、佐渡地域にお
ける近世の完成度の高い建物として評価できる。
一29一
木造阿閥如来坐像
欝彩 繋竺灘、
髄
藻鰻
ご三…彩
木造宝生如来坐像
木造不空成就如来坐像
一30一
種
名
別
称
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
有形文化財
木造阿閤如来坐像
木造宝生如来坐像
木造阿弥陀如来坐像
木造不空成就如来牛像
（五智如来像のうち）
平成3年3月29日
小木町大字小比叡
宗教法人　蓮　華　峰　寺
　五智如来像は、17世紀半ば近くには、第11世快慶によって建立された二重大塔の本
尊とされていたが、18世紀前半には、第12世持賢によって奥院に移築された五佛堂に
あり、さらに13世擾阿の代に至って、再び大塔に安置されたと伝えられ、近世以降は八
祖堂に杷られていた。
　4躯は、いずれも稚と思われる材を用いた前後割矧造、漆箔の手法で造られ、像高もほ
ぼ等しい。ただし3躯が彫眼であるのに、宝生如来像のみは玉眼を嵌入している。
　これら4躯のうち阿弥陀如来像躰部正面内剤面には
　　　建治2年歳次丙子8月16日
　　　大檀那金爵佛子策口
　　　大佛師尾張公是心　　　　　　　　　　　w
　　　阿闇梨實積
　　　　　　　　　　　　　敬白
の墨書銘があって、その造立の時と大檀那、大佛師等の名を知ることができる。
　大日如来像は、朴の木ともみられる散孔質の材を用いた彩色像で、頭体幹部は両上縛内
側半ばを含めた一材から刻まれ、内剤はない。表現は素朴で、近世初頭ごろの作であろう。
　全国的にみても遺品の乏しい五智如来像の古例として、しかも県下では数少ない鎌倉時
代在銘像の一として貴重である。
一31一
畔　形像 阿形像
種　　　　　別
名　　　　　称
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
有形文化財
木造金剛力士立像
平成3年3月29日
小木町大字小比叡
宗教法人　蓮　華　峰　寺
　2躯はいずれも樫材、阿形像は寄木造・畔形像は一本割矧造、各内割、彩色、彫眼で像
高も208．2～207．0㎝とほぼ同じ大きさである。
　阿形像はその頭躰幹部を一材から彫り、顎後方の付け根から背面を割矧いて内りする古
風な造りであり、畔形像は頭躰幹部を通じ前後2材を矧ぎ合わせて造り、内剖を施す鎌倉
時代通途の技法を用いているのが注意をひく。しかし、これは、用材の大きさの制約から
臨機に新旧技法を併用したとみるべきであろう。
　両像は、その沈静でやや形式化した表現からみて、ともに鎌倉時代14世紀前半ごろの
一傾向を示す作と推定されるもので、建治2年（1276）の五智如来像の造立や、元応
2年（1320）の扁額の制作、さらには貞和4年（1348）の骨堂造営に続く本寺整
備興隆の時期に造立されたとみてよいと思われる。県下に数少ない金剛力士像の古例とし
てその価値は高い。
　なお、両像とも多少の風化や損傷、補修が認められるものの、保存状態は良好である。
一33一
宿根木　ちとちんとん
繧
上野大々神楽
　　一34一
種　　　　　別
名　　　　　称
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
無形文化財
ちとちんとん
昭和52年3月31日
小木町大字宿根木
ちとちんとん保存会
種　　　　　別
名　　　称
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
無形文化財
大々神楽
昭和52年3月31日
小木町大字小木町
上野青年会
　ちとちんとん、大々神楽は伎楽に類するものである。古代の伎楽に、性的要素が、
誇示されて繰り込まれたものである。戦後著しい性風俗観の変化に応じて、文化遺
産として評価されてきたものであろう。ちとちん、つぶろ（金精棒）を中心の伎楽
類似のおどりであるが、成心なしに素朴に演ずればおおらかな、コミカルな、芸能
の一つの明るい特色を備えたものになる。という人もある。ともあれ佐渡にだけ、
而も佐渡の南部、小木、羽茂町にのみ残った、珍らしい民俗資料である。尚、大々
神楽は小木町上野で保持するもので、当町木崎神社の例祭（8月29日）に奉納され
る。獅子は一人舞で、その後尾は拍子方があやっり、この神楽の母体をなすものと
言えよう。
　ちとちんとんは、宿根木鎮守の祭り（10月15日．16日）に行われるもので、当
村西廻り大和船が、長州山口県「つの島」の難所を通過するとき、はじめて乗船し
た若者が、初航海の習俗として船玉明神に奉納した安全祈願の踊りが「ちとちんと
ん」発生の起源だといわれている。
一35一
全 景
岩屋山窟入口
一36一
摩　　崖　　仏
種
名
別
称
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
史 跡
岩屋山石窟
‖召］…047年3月28El
小木町大字宿根木
宗教法人　称　光　寺
　岩屋洞窟と言うが、地形学的には海蝕洞であり、最近まで「カキ」の殻が附着し
ていたという。その奥行きは不明であるが、伝説には外海府の岩谷口洞窟まで続い
ていると言われている。これが古くから摩崖仏、八十八仏、観音堂等を建造し広く
霊場として親しまれてきた所以でもあろう。洞窟内の観音堂は大正時代に現在の様
式となり、八十八仏は佐渡小泊・椿尾の石工の作と称せられる。摩崖仏は弘法大師
作と伝えられているが定説はない。これは、北陸・東北地方には極めて珍らしいも
のである。ともあれ小木半島で一番大きい琴浦段丘面形成の問題を解く有力な鍵と
なる岩屋さんでもある。
　前面の大ケヤキの古木は昭和61年4月の強風により倒木し現在はありません。
一37一


石鳥居
念仏橋
一40一
船っなぎ石
種
名
指定年月
所
　　　　別
有形文化財
　　　　称
宿根木白山神社石鳥居
念仏橋及び石橋
船っなぎ石（7基）
　　　　日
昭和49年2月1日
　在　　地
小木町大字宿根木
所有者・管理者
　　宿　根　木
　宿根木には花樋岩の石造物が多い。これは旧小木港の船着場が花嵩岩を敷き並
べて作られていた事とその由来を同じくするものであろう。石鳥居、念仏橋、石
橋は共に宿根木の船主、高津勘四郎の寄進で安永2年（1773）、5年の彫刻が
それぞれにある。石工は広島県尾道出身の与三郎と言う者で、花歯岩は尾道産で
ある。湾内に点在する船つなぎ石も同様で、宿根木の盛況がしのばれると同時に、
日本的に活躍した瀬戸内の石工職人の存在を知る資料でもある。
　ちなみに、西廻り航路の和船は帰りが空船になり船が不安定になるためそれを
防ぐのに、大きな花商岩を積んで帰ったともいわれている，片道航海の経済は当
時解決困難な問題であった。尚この3件はそれぞれが町文化財に指定されている
ものであるが同じ性格を持つ資料として同頁に記した。
一41一
種　　　　　別
名　　　称
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
有形文化財
旧宿根木小学校（現佐渡国小木民俗博物館）
昭和56年7月15日
小木町大字宿根木
小木町・小木町教育委員会
　佐渡の木造小学校校舎はすでにほとんど失われました。大正9年の宿根木小学校は佐渡
で最も古い校舎となりました。文化庁が明治以後の近代建築の保存に着手するようになっ
てから、全国でいくつかの小学校が保存されてはいます。しかし、それは建築学上の価値判
断にもとずいた保存であり、また、全国的視野からの指定であって、地域の中での意味を
問うものではありません。宿根木小学校は宿根木ないし小木町の、さらには佐渡にとって
のかっての教育の状況を物語る貴重な地域文化財といってよいでありましょう。
　今後この種の地域的伝統を示す建造物や環境は、全国的にみてますます少なくなるでし
ょうし、現にあるものの文化史的価値は、ますます増大するでありましょう。
現在は、佐渡国小木民俗博物館として一般に公開しています。
一42一
種　　　　別
名　　　　称
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
有形文化財
「毘沙門天」木像
昭和61年3月1日
小木町大字堂釜
宗教法人　大平神社
状況　　　木造寄木造
ほ）面貌　一部に後世の補修痕がみられるが、おおむね当初と考えられる。
｛2）左手首から先と右手肘から先の部分は後補とみられる。
（3）両足先は後補と考えられる。
｛4）全体的に損傷が激しく、後補部分が多い。
（5）中世末期から慶長年間（17世紀初頭）の地方工人の手による作品と考えられ
　る。
（6）専門的仏師による作品ではなく、　ローカルな作品として地方色のある仏
　像である。
一43一
表懸 仏
裏
狛 犬　（1対）
一44一
種　　　　　別
名　　　　称
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
有形文化財
小比叡神社　懸仏・狛犬
昭和61年6月6日
小木町大字小比叡
宗教法人　小比叡神社
　懸仏・狛犬は神社（権現）の沿革と祭神の一部を立証するものであり、神社
の経過を知る貴重な資料である。本殿には懸仏12面が杞られている。そのうち
5面の裏面に次の墨書がある。
　1．北野本社より御師の御房　かつさのぼうの御房
　　　康求四年乙八月一日に神天子午時御下向
　　　　　　　別当弁次郎栄胤　生年五十四歳　同弟五郎
　　　　　　　御代官　中川三郎兵衛尉
　　　　　　　地頭者源貞員　本間対馬守兵部四郎
　2．応永二年六月日
　　　　　　ちいそう　山王十禅師　御志やう大願主加賀坊
3．
4．
5．
田浦　応永廿五口　天神
天照大神御正躰　奉造作功徳満法界
大神慈悲倍智光有情　利楽長小比叡山蓮華峰寺
綿某令得悉地給快蝿寛永＋七季震＋一月廿三日
弁才天御正躰　　造作功徳満法界
弁才天慈悲倍智光有情　利楽長小比叡山蓮華峰寺
難某令得悉地給快鴫寛永＋七年季雇＋一月廿三日
一45一
同同同同播市境　　　　摩河久清彦久市忠牛衛大五三兵衛兵門夫郎郎衛門衛
同能同備越伊　登　前前勢理勝七市治理衛吉左左衛衛門　衛衛門門　　門門
同椎春古兵江　左日木庫戸理衛与田茂角助門五兵衛左　太郎衛門衛　郎　　　門
同河黒高耕　茂山野野六与惣甚九左七左六衛衛郎衛　門門　門
つ
つ
ら
）
封　　　　　封
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大
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都
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真
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白
作
事
奎
灯
　　迦聖　　陵主　　頻天　　伽中　　聲天奉
中又殊別興者者者羽出御大茂浦代久郡彦官保河　村昨衛原山井　田日門土城角　作浦尉佐守左　衛村義守安衛　門后貞親正門　尉大皆次如尉　　明円諸意　　　神満願円　當　御足満桶　社　宮枚足処　　　一　欣　内　宇　　御　　　國　　大　　畠司同棟工　　山大田梁水　　藤久中冨田　　左保興田興　　衛石治助左　　門見衛衛衛　　　守門門門　　　長尉尉尉　　　安　　　御椎春福　　　武弥日原　　　運左内長　　　長衛匠左　　　久門助衛分
國
称
添
衆
鍛
冶
奉
門
尉
人鍛行白快冶楽駿所河　新　左　衛　門
木
善
衛
門
尉
一46一
　
お
も
て
）
種　　　　　別
名　　　　称
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
有形文化財
木崎神社棟札
平成4年3月5日
小木町大字小木町
宗教法人　木崎神社
　木崎神社は「木崎神社由緒書」によると、「往古は城山に建立していたと
ころ、大久保石見守によって、今の場所へ引き遷り新たに社頭を建立した」
とあり、城山に古宮があったことを伝えているが、小木が越後との渡海場に
なることによって、慶長14年（1609）に「金銀上納により度々渡海の
場所となったので、御船の海上安全の御祈祷のため神社はじめ鳥居などに至
るまで、公儀より造営下された」と記録されている。棟札はその時のもので
ある。
一47一
鳥 毛 の　鑓
尉　之　面 猿田彦の面
一48一
神 輿
種
名
指定年月
所
　　　別
有形文化財
　　　称
木崎神社祭礼用具一式
　　神　輿　　　　1基
　　鳥毛の鑓　　　2本
　　猿田彦の面　　1面
　　尉之面　　　　2面
　　　　日
平成4年3月5日
　在　　地
小木町大字小木町
所有者・管理者
　　宗教法人　木崎神社
　慶長15年（1610）に最初の神輿が造営された。
　寛文12年（1672）祭礼の御神事用の新しい神輿が京都より送られてきたことが記
録に残されている。同時に神輿附猿田彦面、戸拍子（銅拍子）、鳥毛の鑓2本が下付され、
尉之面は十人問屋が寄進したとなっている。
　現神輿は三代目であり安永2年（1773）大阪の米問屋3人より寄進されている。
　o造営年代　　安永2年大阪にてつくる。
　O寄進者　　　大阪米問屋・殿村平右衛門・石崎喜兵衛・中野七郎兵衛
　O世話人　 石崎喜兵衛手船観音丸船頭清七
　このように神輿の来歴がはっきりしており、ことに安永期は宿根木回船の興隆期で、佐
渡と大阪の米問屋との結びつきが強く、祭礼の豪華さを競って神輿の造営やそれにともな
う神事芸能を導入した歴史的意味は重い。
一49一
搬　　礁雛
驚1
・1
　ゴ熟
種　　　　　　別
名　　　　　　称
指定　年　月　日
所　　　在　　　地
所有者・管理者
有形文化財
椿　地　蔵
昭和55年ユ2月2日
小木町大字小木町
地蔵講　代表　河　野　ヤ　エ
　椿地蔵、又は一里塚のお地蔵さんとも呼ばれている。台座に椿の花が彫刻され
ている。これは天保12年頃（1841）椿尾の名工中川重太郎が越後本願主信州知
嶺の注文で作ったものといわれている。台石の刻名によれば石工、本願主の他に
講中22名の名が刻まれている。巨大な地蔵が一里塚に安置されている事は、当然
のことながら一里塚との関連に於いても考察しなければなるまい。
　伝説によれは7回もの搬出も荒天のため船出できず目的を達せないので現在の
場所に安置されたといわれている。
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種　　　　　　別
名　　　　　　称
指定　年　月　日
所　　　在　　　地
所有者・管理者
有形文化財
柴田収蔵の世界地図
昭和55年12月2日
小木町大字宿根木
高　津　ト　リ
　柴田氏は宿根木出身で幕末有数の地図学者である。日本古来の行基図にあきた
らず、世界を地球的視野において作図せんとする意向を持っていたことは、「北
田式断裂図法」の先駆をなすものとして高く評価すべきである。もちろん作図法
を裏付ける器具や、覚え書き等の資料が見出し得ない現状にあっては、それが単
に模写したものであっても、柴田氏が日本における先覚的地図学者であったこと
を証明するに足る世界地図である。
一51一
あ
る
o
か時友も
達た
　ゆ
　せ
　ぬ
なのきさやてたは光にらの跳んさ’もこをはねと
る　ゆあたるたも　うんお　あの　てでれ　さ　　　　　　れ　　　　　　た
よ如うこね獅かがいれた　遠どにれね何ぞそ会子く　ざ柳　音くも止にに嬉仔は揃し高やの四にに　まな心し獅んえ奪嶺め枝方聞と橋るる　や子よてらのま折固えまばよも　　　　　れおうりめたれしの　　　　　た庭や揃た飛よ木　　　　　　　で　え一騨　橋　　　　　　　　　て　 の
一52一
種　　　　　　別
名　　　　　　称
指定年月　日
所　　　在　　　地
所有者・管理者
無形文化財
小　獅　子　舞
昭和49年2月1日
小木町大字小木町
稲荷町小獅子舞保存会
　この獅子頭は一般の獅子頭と違い板を二枚合せた簡素なもので、一名小鹿舞と
も呼ばれる舞であり、関東から東北地方に多い一人立・三匹獅子の風流獅子舞で
ある。佐渡には他に獅子頭や舞、歌詞共に類似のものが、赤泊・両津・相川にも
現存している。佐渡の獅子舞が、東北地方の舞と大きく異る点は、舞の途中で仔
獅子が隠れる点にあるといわれている。獅子が腹に着ける太鼓は桶胴にして、笛
は自作の二穴のものを使用し、獅子の頭の毛は、小木町井坪の海岸でとれる「ス
ガモ」という海藻を使用している点からも古い時代に小木に定着した民俗芸能の
姿を示すものである。又現存の衣裳箱に、寛政5年7月29日の日付で宿と大工の
名前の箱書があるので恐らくそれ以前にさかのぼるものと言われている。
　言い伝えによると、当所の稲荷神社の建立にあたり、京都伏見稲荷神社より御
神体の分神遷座の際に伝えられたものであるといわれている。
　獅子は頭に太刀を頂き、桜の幕をっけた牡獅子、鹿の角に紅葉の幕をっけた牝
獅子、頭に鏡のみを頂き、鶴亀の幕をつけた仔獅子よりなり、優雅な歌と笛、太
鼓の難につれて舞いはじめ、霧に仔獅子を見失い、狂気の如く仔獅子を探し求め、
やがて仔獅子を探し出して親子の喜ぶ態を巧みに舞うものである。
　舞と歌には、神社の社頭で舞う時の宮踊りと宮歌、町踊りと町歌がある。以前
は寺踊りと寺歌がありましたが現在は寺踊りは舞われておりません。この小獅子
舞は、毎年8月28日から30日までの木崎神社の祭礼に稲荷町の人々によって奉納
されている。
　参考までに現在唄われていないが寺歌として「いやこの寺は目出度の境内かな、
朝日かがやく稚児が8人、稚児が8人」という文句が残っている。
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種　　　　　別
名　　　　称
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
無形文化財
小比叡神社田遊び神事
昭和58年4月5日
小木町大字小比叡
小比叡　田遊び保存会
　「田遊び」　は稲の豊作を予め祝う神事芸能で、正月に行われる。百姓たちが寺社の
境内で、春の田打ちから秋の取り入れまでの田仕事の一年を模擬的に演ずる芸能である。
　祭礼の神事は氏子総代、宮守りと呼ばれる。当番に当った神社世話人がいっさい取り
しきることになる。
　これは嘉永5年の頃宮守りであった久四郎家に残る「田遊び」神事の記録によって当
時のもようを再現したものである。
1，芸能の実演月日　毎年2月6日　小比叡神社境内
2．衣裳、道具、その他施設用具
　　　　　　　イ）衣裳　頭取り　紋付、峠、白足袋
　　　　　　　　　　　　田人あわせだっち、わらじ、手拭、着物
　　　　　　　　　　　からす　黒装束
　　　　　　　ロ）道具御鏡3かざり　おくだ9つ昆布1枚
　　　　　　　　　　　鍬3丁（餅にて作る柄は竹を用う）
　　　　　　　　　　　　苗かご2丁（餅にて作る）
　　　　　　　　　　　べこ　1丁（餅にて作る。真中を細縄にて括る）
　　　　　　　　　　福の種子　50ケ（餅を小さく切ったもの）
苗
太鼓
机
弓
矢
大足
松葉を揃え束ねたもの
1ケ
1ケ
1丁
1丁
1丁
一55一
このひのこんせん流す風景
製　 作　 風　 景
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種名
別
称
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
無形文化財
琴浦の精霊船行事
（あのひのこんせん・このひのこんせん）
平成3年8月6日
小木町大字琴浦
琴浦青年会
　盆行事として行われる祖先の霊の迎え、送りに、集落全体で迎え船、送り船を作って行
うところは、佐渡では琴浦だけにみられるめずらしい行事である。集落全体で一っの精霊
船を作るようになったのは、精霊船を作らない時宗の檀家と、有力家中心に行っていた海
潮寺檀家の行事を、まとめて行うようになったということが推測される。集落のまとまり
と、地域との強いきずなで生きていかねばならない生存上の選択から、地域全体の行事と
して行うようになったものであろう。
　おもな盆行事には精霊迎え、盆棚（精霊棚）、盆墓参り、施餓鬼、精霊送りなどがある。
なかでも、盆期間のあとさきを区切る行事として行う精霊迎え、送りの行事は、その土地
によってさまざまな行い方をしている。
　琴浦の場合には、この精霊迎え、送りの行事を「あのひのこんせん」と「このひのこん
せん」といっている。
　8月13日に「あのひのこんせん」を浜で竹と稲ワラ（昔は麦ワラ）で作り、火をつけ
て子供達が泳いで沖まで運び放す。子供達は沖から浜に向かって泳ぎ、「あの日の子たち」
として村の人々に迎えられる。
　16日に「このひのこんせん」を作り、各戸から精霊棚の供物を持ち寄り積み込んで、
火をつけ子供達が泳いで沖まで送る。
　「あのひ」は仏説でいう彼岸の意、「このひ」は此岸の意と思われる。彼岸から祖霊を
迎えるための御船があのひのこんせんであり、このひのこんせんは此岸（現実世界）から
の御船の意であろう。
一57一
羅灘
　禰諺
琴鱗嚇索
種　　　　別　　 有形文化財
名　称小木湊古絵図
指定年月日　　昭和55年12月2日
所　　　在　　　地　　　　小木町大字小木町
所有者・管理者　　　増田　貞治
　この絵図には、製作者、製作年代共に記入がないが、出来の良い日本式の地図
である。西洋式地図の輸入されなかった近世までの日本地図の本流をなす、鳥鰍
式の地図である。俗には行基の発案による地図といわれ、行基図とか、菩薩図と
も称せられるものである。
　この種の地図は往々にして視点移動を行ない作図を容易にするのであるが、本
図にはこれがまったく見受けられない。それだけすぐれた地図である。
　また本図には、小木湊内の澗に三味線堀が記入されていることから、製作年代
はほぼ文化年間（1804～1818）と推定する事ができる。
　　　　　　　　　　　　　　　－58一
　　＜諺ジ
　　　　㌦
豪纏瓶’
種　　　　　　別
名　　　　　　称
指定年月　日
所　　在　　地
同　　　　　　上
所有者・管理者
　　　　〃
史　　　跡
一　里　塚
昭和55年12月2日
小木町大字小木町
小木町大字木野浦
小　　木　　町
小　林　洋　一
　　　撫
羅難轟誌：、
　一里塚は道標である。一里塚に類する道標は、世界いずれの国にも存在するも
のである。一里塚は鎌倉時代奥州に始められ、全国に広がったといわれている。
これらは明治10年の政令で打壊しが許可されたことで多くの一里塚が消え去った。
換言すれば道路交通の近代化しない地方、道に残ったとも言える。
　小木と相川との街道にはかなりの数が残っているが、これは旧相川街道がどん
な性格であったかを物語るものであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　－59一
小木町文化財保護審議会歴代委員名簿
第1次審議会委員（S46．1．1～S47．12．31）
第2次審議会委員（S48．1．1～S49．12．31）
委員長　林　道明
委員　数馬浅治
委員　山西孝山
委員　長嶋正憲
委員浜口嘉寿夫
第3次審議会委員（S50．1．1～S51．12．31）
委員長　　清　水　謙三郎　　　委　員　　長　嶋　正　憲
委員　数馬浅治　 委員　浜口嘉寿夫（S50．ユ．1～S50．3．31）
委員　山西孝山　 委員　中川和吉（S50．4．1～S51．12．31）
第4次審議会委員（S52，1．1～S53．12，31）
委員長　　清　水　謙三郎
委員　数馬浅治
委員　山西孝山
委員　長嶋正憲
委員　中川和吉
第5次審議会委員（S54．1．1～S55，12．31）
委員長　　清　水　謙三郎
委員　数馬浅治
委員　山西孝山
委員　長嶋正憲
委員　佐々木　弘
第6次審議会委員（S56．1．1～S57，12，31）
第7次審議会委員（S58．1，1～S59．12．31）
委員長　　清　水　謙三郎
委員　長嶋正憲
委員　山西孝山
委員　佐々木　弘
委員　片桐　寛
第8次審議会委員（S60．1．1～S61．12．31）
委員長　長嶋正憲
委員　山西孝山
委員　佐々木　弘
委員　片桐　寛
委員　青木幸市
第9次審議会委員（S62．1．1～S63．12．31）
第10次審議会委員（S64．1．1～H2．12．31）
第11次審議会委員（H3．1．1～H4．12．31）
委員長　長嶋正憲　 委員　青木幸市
委員　山西孝山　 委員　渡辺長寿委員　片桐　寛
一60一
　　　　　　　　　参　考　文　献　一　覧　表
　　o新潟県の近世社寺建築
　　　　　　　新潟県近世社寺建築緊急調査報告書
　　　　　　　　昭和60年　新潟県教育委員会発行
　　o新潟県文化財大観
　　　　　　　　　昭和61年　新潟日報事業社発行
く参考資料〉　　　　　　　　小木町教育委員会刊行図書一覧表
平成4年11月1日
書　　　　　名 発行年月日 定　　価（送料別） 備考
南佐渡の漁携習俗 S50．3．312，400円絶版
宿根木伝統的建造物群保存対策調査報告 S56．3．312，000円絶版
国指定史跡
ｷ者ケ平遺跡発掘報告書　1 S56．3．311，500円絶版
〃　　　　　　　　　皿 S57．3．311，500円
〃　　　　　　　　　贋 S58．3．311，500円
〃　　　　　　　　　IV S59．3．311，500円
長者ケ平遺跡　「写真集」 S58．6．30 500円
小木町の文化財（第1集） S55．12．25400円±　　士Y　冗
〃　　　　（改訂版） S62．3．31 500円 古　　　士Y　冗
〃　　　　（改訂版） H4．11．　1 600円
中の城趾緊急発掘調査報告書 S56．3．31 300円
天然記念物及び名勝佐渡小木海岸
ﾛ存管理計画策定報告書 S59．3．31 100円
佐渡国蓮華峰寺骨堂修理工事報告書 ‘S59．11．205，000円
岩屋山洞窟遺跡（1986） S61．3．141，500円
くらしの四季　佐渡小木三崎 H2．　3．102，000円
南佐渡小木の花・名木・美林 H2．　3．202，000円
佐　　渡　　山　菜　風　　土　記 H3．　8．152，000円
一61一
あ と が き
　宿根木が伝統的建造物群保存地区として国の選定を受けたのを初め、新たに県
や町の文化財に指定された物を加えて「小木町の文化財」第三集を発刊する事が
出来ました。
　私たちの祖先が伝え残してくれた貴重な文化財を私達町民共有の宝として大切
に保存し、子々孫々にまで正しく伝えて行かなければなりません。本書が自分達
の郷土にどの様な文化財が有るかを知り、個々について良く学び理解を深める事
は我が国のひいては島や町の歴史や文化を知る上で重要な事であり、来るべき21
世紀へ向っての文化の進歩発展の基礎を作る一助ともなれば幸に思います。
　文化財の調査指定に関し、教育委員会ならびに文化財課の関係各位の御指導、
御協力を得ましたことに御礼申し上げます。
　関係職員及び委員一同心をこめて作成致しましたが何かと不備な点も有ろうか
と存じます。御気付きの点につきましては御叱責賜ります様お願い申し上げます三
小木町文化財保護審議会
　　委員長長嶋正憲
　　小木町の文化財
　　　　一改訂一
　　平成4年11月1日発行
編集小木町文化財保護審議会
発行小木町教育委員会
住所新潟県佐渡郡小木町大字小木町
佐渡文化プリント
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